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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 2 3 4 0 0 0 1 5 6 0 7 0 0
15 * 0 0 3 8 3 4 1 3 0 3 0 1 0 0
37 * 0 0 5 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
60 * 0 0 5 9 4 4 1 1 3 4 3 0 0 0
76 * 0 0 1 4 2 4 0 2 3 5 0 0 1 0
2 0 0 1 2 6 0 0 2 0 3 3 2 0 0 0
5 0 0 0 1 4 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
7 0 0 0 2 2 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
10 0 1 1 0 1 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
12 0 0 0 1 4 3 3 3 1 4 5 0 0 0 0
18 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 2 1 0 0 0
23 0 0 1 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 0 0 0 2 3 0 0 0 1 2 3 0 0 0 0
29 0 1 2 3 6 2 2 1 1 1 2 0 1 2 0
34 0 0 2 1 1 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0

0 0 0 0 0
2 9 30 63 14 17 10 10 29 39 9 10 3 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 3 9 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
10 * 3 9 2 6 0 0 1 0 4 4 1 1 1 0
32 * 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
33 * 0 1 2 7 0 0 1 2 2 4 4 0 0 0
51 * 0 0 0 2 0 0 1 1 0 1 2 0 0 0
1 0 2 7 1 5 2 2 0 2 1 3 6 0 1 0
3 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 2 0 1 0 0
17 0 0 0 2 8 1 2 2 1 2 3 0 1 0 0
22 0 0 1 0 1 0 0 3 0 4 4 2 0 0 0
29 0 1 2 0 3 1 2 2 0 2 2 0 0 0 0
34 0 0 0 0 2 1 2 5 0 1 1 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - -
6 20 10 44 5 8 16 9 19 28 16 3 2 0

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
30.0% 22.7%RATE
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62.5%

Team / Coach:

合　　　計
22.2% 47.6% 82.4%

関西大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

竹本 隼 10

-

３Ｐ

尾前　光昭

6

仲西 佑起

佐藤 俊博

10 10

佐藤 雄人 4 20
16

6
5

17

13

8
6
9

8

石塚 渉 4
川武 雅幸

元田 大貴

11

向井 和希 4

5
津江 彰太 3

井島 啓貴 0
東 大洋 2

80
RATE

２Ｐ

開始時間

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

改田 賢太 2

43

敗チーム

12

17

３Ｐ ２Ｐ

2

PTS

勝チーム

80

勝ち点　５

12.40.00
会　　場 滋賀県立体育館

同志社大学

荒谷 優斗 4

男子 １部リーグ戦

PTS

122

試 合 日 2014.09.13

神門 千郎 14

記録 関西学生バスケットボール連盟

30
谷口 淳 9 21
田野 司

関西大学

主審 那須　弘幸 副審 宮里　両

勝ち点　０
コ ー ト

戦評
総括、リーグ5日目、全勝でここまできている同志社大学は、チームの司令塔である#0田野の確率の高い3Pシュート
が期待できる。#15谷口、#37仲西のアウトサイドのシュート、リバウンドも見物である。バックアップに控えている#2荒谷
の得点力と#29川武のゲームメイクにも期待。対してまだ勝ちを取れていない関西大学。先週、京都産業大学を延長
まで持ち込んだその底力に注目だ。その要因として#10福澤、#1竹本の3Pシュートの爆発力や、#17川上、#32大山の
リバウンドでチームを支える。#34小川のシュート力にも期待できる。関西大としてはここで一勝ものにしたいところだ。
第1ピリオド、同志社#37仲西が速攻の先行で走り連続得点。続けてドライブからの得点でスコアを伸ばす。関西大
#1竹本が開始5分でようやく3Pシュートをしずめ得点を動かす。その後は同志社のリバウンドでファールせざるを得な
い関西大が苦戦をもちいる。関西大#29大川のシュート、#10福澤の追加点で点差を縮めるが、同志社#15谷口が決
め返し、12-23同志社のリードで第1ピリオド終了。
第2ピリオド、同志社の連続得点で差が開く。関西大は同志社の激しいディフェンスに阻まれ得点が伸びず、ターン
オーバーを連続。そのミスを同志社が得点に繋げ一気に差を広める。インサイドの得点を減らすために関西大はゾー
ンディフェンスに変更。関西大シュートを外すも#32大山がリバウンドで繋ぎアウトサイドにパスアウトが続く。第2ピリオド
後半同志社がメンバーを下げ、バックアップがでてくるが機動力が落ちず、関西大は上手く得点に繋げれないまま22-
46同志社がリードで前半終了。
第3ピリオド、開始とともに#10福澤が3Pシュートを沈める。関西大のディフェンスが激しくなり、同志社の得点が止まり
始める。関西大がシュートまで行くがタフショットにされ、同志社が速攻を出し得点を動かし始める。同志社は#60神門
がゴール下の得点を量産し流れを作る。両者得点を取り合い、少しずつ点数が開き37-63で第3ピリオド終了。
第4ピリオド、両者堅い守りで得点が動かずファールを重ねる。#12元田の2ショットでようやく動き、そこから同志社が
得点を積み重ねる。#5改田の激しいディフェンスでチームの士気を高める。なかなか点数が動かないが試合終盤同
志社が速攻を出し、関西大がたまらずタイムアウト。関西大が最後必死の追い上げをみせるもおいつけず、43-80で
同志社の勝利。

試合ＮＯ

戦評 龍　季弥（流科大）

Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

200

31

小川 健太 4 12
竹中 幸一 0 6

5

柴田 恵宗 6 30
福澤 晃平 13 33
大山 拓也 0

12
川上 潤平 5 26
宮尾 和輝 0

0 16

0 - -

大川 勇熙 4 20
伊藤 大暉

-

井上 諒汰 1 7

0
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0 - -
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